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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
各

位
か
ら
の
深
い
ご
理
解
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

地
域
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
場
と
し
て
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
、
着
実
に
発
展
を
遂
げ
て
参
り
ま
し

た
。　さ

て
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
行
す
る

な
か
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
『
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
』
の
基
本
理
念
の
も
と

安
全
・
安
心
な
就
業
を
第
一
に
就
業
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
、
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
中
、
会
員
及
び

役
職
員
の
皆
様
が
一
丸
と
な
っ
て
受
託
事
業
の
開

拓
と
地
域
の
皆
様
な
ど
へ
の
周
知
に
努
め
て
き
た

結
果
、
昨
年
度
も
事
業
実
績
を
積
み
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　受
託
事
業
は
勿
論
の
こ
と
、
派
遣
事
業
に
お
き

ま
し
て
も
事
業
は
順
調
な
推
移
を
見
せ
て
お
り
ま

す
。　こ

れ
も
偏
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
努
力
の
結

実
の
賜
で
あ
り
、
皆
様
方
の
働
き
方
が
地
域
の
皆

様
の
信
頼
と
評
価
を
得
た
結
果
で
あ
る
こ
と
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
で
様
々
な

社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
地
域
社
会
と
連
携
し
て
会
員
・
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
を
実
施
し
、
セ
ン
タ
ー

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　結
び
に
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人

　
　

　東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
長

田

　邉

　
　
　篤

あけましておめでとうございます
理
事
長
（
甲
州
市
長
）
田
邉

　
　篤

副
理
事
長
（
山
梨
市
長
）
高
木

　晴
雄

常
務
理
事
（
甲
州
市
）
小
澤

　一
博

理

　
　事
（
甲
州
市
）
倉
田

　幸
正

理

　
　事
（
甲
州
市
）
桐
原
や
よ
ひ

理

　
　事
（
甲
州
市
）
小
澤

　邦
次

理

　
　事
（
甲
州
市
）
長
田

　
　武

理

　
　事
（
甲
州
市
）
荒
井

　
　広

理

　
　事
（
山
梨
市
）
古
屋

　秀
子

理

　
　事
（
山
梨
市
）
川
口

　
　仁

理

　
　事
（
山
梨
市
）
川
井

　洋
二

理

　
　事
（
山
梨
市
）
金
子

　正
美

理

　
　事
（
山
梨
市
）
坂
本

　耕
造

理

　
　事
（
山
梨
市
）
菊
嶋

　
　茂

理

　
　事
（
甲
州
市
）
芦
沢

　尊
彦

監

　
　事
（
甲
州
市
）
山
中

　妙
子

監

　
　事
（
山
梨
市
）
岸

　
　謙
吉

事
務
局
長
兼

塩
山
事
務
所
長

　
　
　
　小
澤

　一
博

山
梨
事
務
所
長

　
　
　
　奥
山

　栄
一

主

　
　
　
　査

　
　
　
　根
津
由
美
子

副

主

査

　
　
　
　羽
中
田
典
子

主

　
　
　
　任

　
　
　
　古
屋

　勇
太

主

　
　
　
　任

　
　
　
　根
津
信
太
郎

開
拓
推
進
員

　
　
　
　荒
井
す
わ
子

開
拓
推
進
員

　
　
　
　風
間

　節
子

平
成
30
年
度
定
時
総
会
で
選
任
さ
れ
た

30
〜
31
年
度
の
役
員
と
30
年
度
に
在
籍

す
る
事
務
局
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　平
成
三
十
年
五
月
三
十
日
、
甲
州

市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
平
成
三
十

年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

二
十
九
年
度
収
支
決
算
、
役
員
の
改

選
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
席
上
、
会
員
と
し
て
十
五

年
以
上
セ
ン
タ
ー
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
そ
の
功
績
が
顕
著
な
九
名
、
役
員

と
し
て
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
退
任
し
た
三
名
に
表
彰
状
及

び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
状
（
会
員
）

小
川

　照
昌
・
福
田

　
　茂

石
原

　一
富
・
広
瀬

　
　明

上
田

　松
男
・
樋
川

　ト
ミ

菊
池
冨
士
雄
・
野
澤

　富
子

渡
辺

　幸
文
・
羽
村

　静
雄

水
上

　三
男
・
名
取

　友
重

3 平成 31 年１月１日

平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
開
催

平成29年度　事業実績  

派遣事業

軽 作 業
（除草、清掃、農作業、工場内作業等）

135,777 千円
（58.5％）

管　理
（駐車場施設管理等）

52,011 千円
（22.4％）

24,028 千円

技術・技能
（植木、襖、障子張り、大工等）

28,901 千円
（12.4％）

そ の 他
（事務整理、外交折衝等）

13,731 千円
（5.9％）

サービス
（家事援助等）

職群別

民間/公共別

1,830 千円
（0.8％）

事業実績
232,250 千円

民間事業 124,957 千円

公共事業 107,293 千円

合　　計 232,250 千円
民間事業 8,788 千円（36.6％）
公共事業 15,240 千円（63.4％）

長
年
の
就
業
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
最
高
年
齢
会
員
で
あ
る
羽
村
静
雄
さ
ん（
九
十
六
歳
）は
、
当
セ
ン

タ
ー
設
立
に
係
り
、会
員
並
び
に
役
員
と
し
て
、昨
年
五
月
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
、ま
た
、就
業
先

の
建
物
管
理
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　ま
さ
に
「
生
涯
現
役
」
を
目
指
す
セ
ン
タ
ー
会
員
や
高
齢
者
に
、
人
生

九
十
年
時
代
を
先
駆
的
に
切
り
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　羽
村
さ
ん
は「
入
会
し
て
二
十
八
年
、
た
く
さ
ん
の
想
い
出
が
あ
り
ま

す
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
か
げ
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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【全国シルバーの日】
に合わせ第25回目の
会員による奉仕活動
が管内で一斉に行わ
れました。

　安全委員会では会員が安全に就業できるよう交通事故や就業中の事故ゼロを目指して、
安全対策意識の高揚と啓発に努めています。
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平成30年度安全委員会開催

「シルバーの日」　奉仕活動実施 Ｈ30.10.22

◀三富地区
▲牧丘地区

山梨地区▶

▼甲州地区

　安全・適正就業強化月間の７月２０日に、県連合会と
合同の巡回パトロールが実施されました。

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
事 務 局

山　梨　市
甲　州　市
甲　州　市
甲　州　市
甲　州　市
甲　州　市
山　梨　市
山　梨　市
山　梨　市
山　梨　市
山　梨　市
山梨事務所

金　子　正　美
小　澤　邦　次
木　下　　　清
中　塚　高　司
山　中　孝　夫
古　屋　由　彦
菊　池　冨士雄
髙　保　博　仁
奥　村　十　六
廣　瀬　光　男
飯　島　常　治
奥　山　栄　一

安全委員が改選されました。（Ｈ30～Ｈ31）

● 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
「
請
負
・

委
任
」
に
よ
る
就
業
に
加
え
、

会
員
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
適

正
就
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、

高
齢
者
の
新
し
い
働
き
方
が
可

能
と
な
る
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

（
労
働
者
派
遣
事
業
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
 

労
働
契
約
に
よ
り
雇
用
さ

れ
た
派
遣
労
働
登
録
会
員
は

セ
ン
タ
ー
よ
り
会
社
等
に
派

遣
さ
れ
、
派
遣
先
の
指
揮
命

令
に
よ
り
業
務
を
従
事
し
ま

す
。
概
ね
労
働
日
数
は
、
月

に
十
日
以
内
、
労
働
時
間
は

週
二
十
時
間
以
内
で
す
。
社

会
保
険
・
雇
用
保
険
の
適
用

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
労
働
災

害
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

「
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
・
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
」

山
梨
市

　社
会
福
祉
法
人

　忠
恕
会

　山
梨
ク
リ
ナ
ー
ス

　

　
当
事
業
所
は
、
障
害
者
の
就
労
支
援
事
業
所
と
し
て
、
四
十
年
前
よ
り
県
の
観

光
産
業
を
支
え
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
等
で
使
用
す
る
シ
ー
ツ
類
や
タ
オ
ル
等
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
福
祉
事
業
所
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、
七
年
前
か
ら
車
輌
に
よ
る
集
配
業
務
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
な
ど
に
従
事
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
東
山
梨
地
区
・
笛
吹
地
区
併
せ
て
十
一
名
の
皆
様
に
ご
活
躍
頂
き
、

そ
の
仕
事
ぶ
り
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
に
対
し
、
人
生
経
験
豊
か
な
方
々
が
優
し

く
且
つ
真
摯
に
、
ご
指
導
頂
く
姿
に
、
専
門
職
で
あ
る
担
当
者
も
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
さ
ん
な
ら
ば
安
心
し
て
お
任
せ
で
き
る
と
高
く
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
国
を
挙
げ
て
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
い
た

し
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
が
長
年
に
わ
た
り
築
き
上

げ
た
成
果
が
、
国
の
政
策
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
誰
も
が
地
域
社
会
の
中
で
、
安
心
・
安
全
な
環
境
の
も
と
、
可
能
な

限
り
お
仕
事
や
社
会
参
加
が
で
き
ま
す
よ
う
、
会
員
の
皆
様
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
日
々
活
躍
に
感
謝 

」

山
梨
市

　サ
ン
ペ
ア
ー
株
式
会
社

　

　
当
社
は
、
自
動
車
内
装
部
品
の
製
造
を
従
業
員
約
六
十
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
よ
り
現
在
二
名
を
派
遣
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
現
場
を
円
滑
に
回
す
た
め
の
段
取
り
マ
ン
と
し
て
、ま
た
、裁
断
機
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
、
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
経
験
豊
富
な
人
材
は
、
仕
事
は
も
と
よ
り
社
員
教
育
に
も
力
を
貸
し
て
く
れ
る

有
難
い
存
在
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
貴
重
な
シ
ス
テ
ム
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
益
々
の
ご
活
躍
の
ほ
ど
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

5 平成 31 年１月１日

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て

派
遣
先
の
お
声

派遣契約 労働契約

事業主
（派遣先）

派遣労働会員
（派遣労働者）

派遣契約料 賃金の支払

山　　梨　　県
シルバー人材
センター連合会

・
シルバー人材
セ　ン　タ　ー
（派　遣　元）

労働者派遣事業の場合



● 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
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負
・

委
任
」
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よ
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就
業
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会
員
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就
業
機
会
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拡
大
と
適

正
就
業
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推
進
を
図
る
た
め
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高
齢
者
の
新
し
い
働
き
方
が
可

能
と
な
る
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

（
労
働
者
派
遣
事
業
）
を
行
っ
て

い
ま
す
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※
 

労
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よ
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概
ね
労
働
日
数
は
、
月

に
十
日
以
内
、
労
働
時
間
は

週
二
十
時
間
以
内
で
す
。
社

会
保
険
・
雇
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険
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適
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ま
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、
労
働
災

害
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

「
ワ
ン
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
・
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ワ
ン
」

山
梨
市

　社
会
福
祉
法
人

　忠
恕
会

　山
梨
ク
リ
ナ
ー
ス
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光
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す
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シ
ー
ツ
類
や
タ
オ
ル
等
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
福
祉
事
業
所
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は
、
七
年
前
か
ら
車
輌
に
よ
る
集
配
業
務
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
な
ど
に
従
事
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
東
山
梨
地
区
・
笛
吹
地
区
併
せ
て
十
一
名
の
皆
様
に
ご
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躍
頂
き
、
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事
ぶ
り
は
、
障
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あ
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し
、
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経
験
豊
か
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方
々
が
優
し

く
且
つ
真
摯
に
、
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指
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頂
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姿
に
、
専
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職
で
あ
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者
も
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
さ
ん
な
ら
ば
安
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し
て
お
任
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で
き
る
と
高
く
評
価
し
て
お
り
ま
す
。
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在
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活
躍
社
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と
い
う
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葉
を
よ
く
耳
に
い
た

し
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
が
長
年
に
わ
た
り
築
き
上

げ
た
成
果
が
、
国
の
政
策
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
誰
も
が
地
域
社
会
の
中
で
、
安
心
・
安
全
な
環
境
の
も
と
、
可
能
な

限
り
お
仕
事
や
社
会
参
加
が
で
き
ま
す
よ
う
、
会
員
の
皆
様
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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梨
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。
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。
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は
も
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を
貸
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く
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有
難
い
存
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で
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。

　
シ
ル
バ
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は
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貴
重
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ス
テ
ム
だ
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。

　
益
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期
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「
農
業
へ
の
協
力
に
感
謝
」

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
　
　
　
　
　
　

奥
野
田
第
一
共
撰
所
様
　

　
当
共
撰
所
は
、
平
成
七
年
に
甲
州
市
塩
山

熊
野
の
現
在
の
場
所
に
当
時
地
域
に
四
か
所

あ
っ
た
出
荷
場
が
統
合
し
て
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
二
十
四
年
間
地
域
農
業
の
発
展

を
目
指
し
て
桃
や
葡
萄
の
集
荷
・
選
果
・
出

荷
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
　

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
か
ら

お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
急
な

申
し
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
迅
速
に
対
応
し
て

頂
い
た
こ
と
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
共
撰
所
で
は
毎
年
、
約
六
十
人
の
雇
用
者

の
方
に
桃
や
葡
萄
の
選
別
や
荷
造
り
の
作
業

を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
来
て
頂
い

た
シ
ル
バ
ー
の
皆
様
に
は
、
真
夏
の
気
温
、

三
十
五
度
を
超
え
る
よ
う
な
猛
暑
日
が
続
く

中
、
当
共
撰
所
の
業
務
に
ご
協
力
頂
き
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
の
作

業
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
中
、
積
極
的

に
ベ
テ
ラ
ン
の
雇
用
者
に
仕
事
を
教
え
て
も

ら
い
働
く
姿
は
、他
の
雇
用
者
の
刺
激
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
と
こ
と
ん
き
れ
い

　
　
　
　と
こ
と
ん
て
い
ね
い
」

東
京
都
杉
並
区
　
童
話
屋
　
　
　

田
中
　
和
雄
様
　

　
塩
山
の
小
高
い
丘
に
住
ん
で
三
十
年
。
南

ア
ル
プ
ス
の
全
山
が
春
夏
秋
冬
に
見
せ
る
絶

景
に
魅
せ
ら
れ
て
、
絵
本
や
詩
の
編
集
の
仕

事
を
存
分
に
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
、
大

菩
薩
に
登
っ
た
岐
路
に
、
立
ち
登
る
雄
大
な

竜
雲
の
ご
縁
で
住
み
処
を
定
め
た
の
で
し
た

が
、
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
隣
接
の
農
地
を
買
い

足
し
、
つ
い
に
葡
萄
畑
と
桜
桃
畑
千
三
百
坪

の
大
地
主
？
に
な
り
ま
し
た
。

　
肥
沃
な
土
地
で
す
か
ら
夏
草
が
猛
威
を
振
る

い
ま
す
。
一
番
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
付
の
草
払
い
機

を
何
台
も
買
っ
て
敢
然
と
立
ち
向
か
い
、
そ
の

た
び
に
、「
自
分
は
草
刈
り
を
す
る
た
め
に
こ
の

地
に
呼
ば
れ
た
の
か
」
と
嘆
く
始
末
。

　
今
は
、東
京
に
戻
り
ま
し
た
が
、留
守
野
は
、

三
ヶ
月
で
猖
獗
を
極
め
、た
ま
た
ま
知
り
合
っ

た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
お
願
い

し
て
、
留
守
宅
と
は
思
え
な
い
小
ざ
っ
ぱ
り

し
た
庭
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
草
刈
り
の
手
が
入
っ
た
綺
麗
な
敷
地
な
ら
、

次
に
住
ま
う
人
に
入
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
検
分

に
来
た
方
が
、「
こ
の
広
い
草
地
は
ど
う
し
て

ま
し
た
か
」
と
問
わ
れ
る
の
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
の
お
話
を
す
る
と
一
様

に
安
心
な
さ
い
ま
す
。

　
今
、
面
倒
を
み
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
は
、

草
刈
り
の
プ
ロ
で
す
。
と
こ
と
ん
き
れ
い
、

と
こ
と
ん
て
い
ね
い
な
仕
事
ぶ
り
に
、
お
人

柄
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

6センターだより

お
客
様
か
ら
の
お
声

会

　員

　紹

　介

　
新
し
い
地
域
で
の
生
活
の
始
ま
り

に
は
い
つ
も
希
望
と
不
安
が
入
り
混

じ
り
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
生
活
の
場
を
甲
州
市

大
和
町
へ
移
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
近
年
の
情
報
網
の
発
達
に
よ
り
全

国
各
地
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
文
化
風
習

な
ど
を
瞬
時
に
調
べ
る
事
が
で
き
る

時
代
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
見
る
と

聞
く
と
で
は
や
は
り
大
違
い
で
、
実

際
に
そ
こ
で
暮
ら
し
て
見
て
初
め
て

解
る
地
域
な
ら
で
は
の
大
切
な
習
慣

に
戸
惑
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
暮
ら
し
は

申
し
分
の
な
い
も
の
で
し
た
が
、
こ

の
地
域
で
活
動
し
て
い
く
為
に
、
必

要
な
も
の
が
欠
け
て
い
る
事
に
気
付

き
、「
何
か
良
い
方
法
は
」
と
考
え

て
い
た
時
、
市
の
広
報
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
新
規
募
集
の
お
知

ら
せ
が
載
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
早

速
入
会
の
申
込
を
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
す
ぐ
に
、
庭
木
の
手
入
れ
の
お

手
伝
い
を
や
ら
せ
て
も
ら
う
事
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
お
手
伝
い
を
通
じ
て
、

皆
さ
ん
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
け
る

事
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
こ
の
地
に
住
む
と
い
う
事
」

甲
州
市
　
大
和
町

難
　
波
　
博
　
充
　
さ
ん

　
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
外
で
働
く

こ
と
も
な
く
、
自
宅
で
子
ど
も
達
に
、

勉
強
を
教
え
て
四
十
数
年
。

　
今
年
に
な
り
、
外
で
働
い
て
み
よ
う

と
思
い
立
ち
、
求
人
広
告
で
、
や
っ
と

出
来
そ
う
な
仕
事
を
見
つ
け
て
、
勇
気

を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
電
話
を
す
る
こ
と
数

件
。
年
齢
を
告
げ
る
と
丁
重
に
断
ら
れ
、

働
く
意
欲
も
し
ぼ
み
か
け
た
頃
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、
す
ぐ
に

三
月
の
説
明
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
沢
山
の
高
齢
者
の
方

達
が
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
て
、
頑
張

る
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
今
年

度
の
入
会
の
手
続
き
を
済
ま
す
と
す
ぐ

に
、
老
人
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
二
階

に
あ
る
「
ち
ど
り
温
泉
」
の
仕
事
を
紹

介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　「
ち
ど
り
温
泉
」
は
、
広
々
と
し
た
清

潔
な
大
浴
場
と
、
舞
台
付
の
大
広
間
、

碁
な
ど
も
で
き
る
和
室
等
を
完
備
し
た

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
す
。
私
は
週
二

日
、
八
時
か
ら
開
館
の
準
備
、
九
時
か

ら
夕
方
迄
は
、
絶
え
ず
訪
れ
る
お
客
様

の
お
相
手
を
し
て
い
ま
す
。
四
月
の
研

修
初
日
の
前
夜
、
緊
張
で
眠
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
今
は
嘘
の
よ
う
で
す
。

　
働
き
始
め
て
半
年
余
り
、
仕
事
を
シ
ェ

ア
す
る
二
人
と
協
力
し
合
い
、
縁
あ
っ

て
紹
介
頂
い
た
こ
の
仕
事
を
大
切
に
、

仕
事
の
ご
依
頼
主
に
満
足
し
て
頂
く
と

同
時
に
、
お
客
様
に
寄
り
添
う
気
持
ち

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
公
務
員
を
退
職
後
、
酒
造
会
社

を
経
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録

を
し
、
職
場
紹
介
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
前

会
社
と
の
製
品
の
関
係
が
あ
る
市
内
の
ワ
イ

ン
会
社
へ
就
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
社
で
は
会
員
と
し
て
の
誇
り
を
胸

に
、
会
社
内
の
美
の
景
観
に
配
慮
し
、

趣
味
の
水
墨
画
の
風
景
を
頭
に
浮
か
べ

庭
園
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
会
社
が
他
県
に
移
転
し
た
た

め
、農
繁
期
に
、ぶ
ど
う
農
家
に
就
業
し
て
、

品
質
向
上
の
た
め
業
務
に
邁
進
中
で
あ
り

ま
す
。
農
閑
期
は
、
体
力
・
知
力
を
保
持

す
る
た
め
に
趣
味
で
あ
り
ま
す
水
墨
画
を

楽
し
み
な
が
ら
精
神
力
を
培
って
い
ま
す
。

　
水
墨
画
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
夜

の
時
間
が
次
第
に
空
虚
を
感
じ
、
思
考

中
に
新
聞
記
事
で
、
水
墨
画
通
信
教
育

の
学
習
活
動
を
知
り
、
す
ぐ
に
日
本
美

術
教
育
セ
ン
タ
ー
の
水
墨
画
講
座
を
受

講
し
、
教
育
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

　
手
掛
け
る
作
品
は
、
完
成
ま
で
に
六
ヶ

月
か
ら
一
年
の
月
日
を
か
け
る
作
品
も

あ
り
ま
す
が
、
墨
の
濃
淡
、
筆
の
流
動

の
強
弱
等
の
細
部
の
画
面
、
色
彩
の
感

覚
と
美
の
景
体
を
感
受
し
、
次
作
へ
の

意
欲
を
高
め
る
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
完
成
し
た
作
品
は
、
手
前
味
噌
で
恐

縮
で
す
が
、
知
人
へ
の
お
祝
い
の
贈
り

物
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
お
り
、
現
在
は
、

卒
寿
を
迎
え
る
友
人
に
、
角
額
、
丸
額

用
の
画
面
を
描
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
は
、
水
墨
画
を
生
き

が
い
と
し
て
描
き
、
脳
の
活
性
化
を
図

り
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
ご
支
援
に
よ

り
元
気
に
就
業
労
働
を
し
て
健
康
な

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

「
よ
り
そ
う
」

山
　
梨
　
市三

　
森
　
数
　
子
　
さ
ん

「
水
墨
画
の
魅
力
」甲

州
市
　
塩
山倉

　
田
　
幸
　
正
　
さ
ん
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。
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介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　「
ち
ど
り
温
泉
」
は
、
広
々
と
し
た
清

潔
な
大
浴
場
と
、
舞
台
付
の
大
広
間
、

碁
な
ど
も
で
き
る
和
室
等
を
完
備
し
た

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
す
。
私
は
週
二

日
、
八
時
か
ら
開
館
の
準
備
、
九
時
か

ら
夕
方
迄
は
、
絶
え
ず
訪
れ
る
お
客
様

の
お
相
手
を
し
て
い
ま
す
。
四
月
の
研

修
初
日
の
前
夜
、
緊
張
で
眠
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
今
は
嘘
の
よ
う
で
す
。
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シ
ェ
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縁
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介
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介
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。
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。
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。
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編

　集

　後

　記

☆
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

第
二
十
七
号
を
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

☆
会
報
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
希

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

☆
多
く
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・

編
集
委
員

　
　川
井

　洋
二

桐
原
や
よ
ひ

日
原
し
ま
子

福
田

　
　茂

8センターだより

センターからのお知らせセンターからのお知らせセンターからのお知らせ
　シルバー人材センターでは、電話 1 本で仕事を
お引き受けいたします。
　仕事の内容は、下記を参考にして下さい。
　なお、高齢者のため、危険、又は高いところで
の作業、重労働はできません。
　お気軽にご相談ください。

　シルバー人材センターでは、健康で仕事を
する意欲のある、概ね 60 歳以上の会員を募
集しています。
　入会希望の方は各事務所で行われる入会説
明会を受けてください。
　詳しくは各事務所へお問い合わせください。

お
役
に
立
ち
ま
す
。

　
地
域
で 

企
業
で

　
　
　
　
ご
家
庭
で
。

軽作業　
企業 ・工場

清掃
梱包
ビラ配り
解体
配達
施設案内
看板かけ
ラベル張り
荷造り運搬

大工仕事
襖張り
障子張り
網戸張り
ペンキ塗り
樋修理
畳替え

家事手伝い
付き添い
留守番
植木水やり
墓地清掃
食事準備
屋内清掃
洗濯
粗大ごみ運搬

草取り
草刈り
機械刈り
植木剪定
庭園手入れ

施設管理
倉庫管理
事務所管理
駐車場管理
日直

傘かけ
袋かけ
ジベ処理
摘粒
摘花
もも剪定
ぶどう剪定
ももの木等の
　　　　伐採
枝拾い
穴掘り
ぶどう収穫

あて名書き
賞状書き
命名書き

イベント案内
駐車場案内
受付
封筒入れ
展示支度
屋根修理
花植え

営　繕 除草 ・剪定 管　理 農作業 筆　耕 その他
家事
サービス

平成30年度10月現在会員数（人）

公益社団法人

東山梨地区広域シルバー人材センター
塩山事務所　〒404－0043 甲州市塩山下於曽 1704☎（32）4110
山梨事務所　〒405－0006 山梨市小原西 955☎（22）4150

仕事の発注は
シルバー人材センターへ

会 員 募 集会 員 募 集会 員 募 集

塩山事務所

山梨事務所

合　　計

147

男性 女性 計

155

302

96

115

211

243

270

513

お気軽に
お問い合せください！


